
四国大学文学部書道文化学科

〔学科教員による作品展〕

　　ごあいさつ　

　四国大学文学部書道文化学科は、「書道に親しむ」から「書道を楽しむ」、さらに「書道を活かす」へと発展させ、
書道文化の専門的探求を目指すユニークな学科です。
　書道文化学科の学生たちは、書道の「技術」「歴史」「理論」などを探求していく中で書道文化を理解し、
また書の作品制作を通して自己を表現することを学ぶと共に、新たなことを創造する発想力を身につけていきます。
その力は書道以外の分野でも応用範囲が広く、卒業後には様 な々職業の中でそれを活かして活躍しています。
　私たち教員も、教育と研究の責務を果たすべく日々 取り組んでいます。この展覧会は、学科の専任と非常勤の
教員が書法研究発表の場として年一回開催し、今年で 34 回目を迎えました。今回はコロナ禍のために規模を縮
小して学内展示のみにしていますが、大学ＨＰでの発表とこのパンフレット送付によって、学外の多くの皆様にも鑑
賞していただくことができます。なにとぞ御高覧のうえ、御教示賜りますようお願い申し上げます。

 （出品者一同）

会期　令和 2年 8 月 1 3 日（木）～８月 2 2 日（土）　９：00～18：00
　　　（ただし、8月１５日（土）・１６日（日）は閉館）

会場　四国大学　書道文化館 1Fギャラリー

主催　四国大学 学際融合研究所言語文化研究部門

第34回第34回

（今年度題字揮毫　辻　尚子）
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太　田　　剛（仙鳩）〈教授〉
　　甲骨文「昔」

　　芸術論（レオ・レオニの言葉）

　　「真水無香」

　　「善戦者不怒」（『老子』語）

　　陶芸書「風」

　　陶芸書「龍」

辻　　尚　子（紅雲）〈教授〉
　　「杜甫詩」

　　「山上憶良の歌」

　　「坂村真民の詩－貧しくとも－」

森　上　洋　光〈教授〉
　　「盭龢懿德」

黒　田　賢　一〈客員教授〉
　　「与謝野晶子の歌」

田ノ岡　大　雄〈常勤講師〉
　　「蛍１」（在原業平・紀友則・

　　　　　 伊勢・紀貫之の歌）

　　「蛍２」（後村上天皇の歌）

　　「蛍３」（山口誓子の句）

渡　邉　周　一（星舫）〈常勤講師〉
　　「刻鶴圖龍　斷魂」（『書譜』語二種）

　　「應物無窮」（『荘子』語）

　　「還翦　顯光」（『南史』語二種）

　　「書爲心畫　四海寧」　

上　田　　　普〈講師〉
　　「行」

鹿　倉　壮　史（碩斎）〈講師〉
　　「永壽」

黒　木　知　之〈講師〉
　　「蔬食」（陸游の詩）

小　竹　正　高〈講師〉
　　「ありがとう」（東田直樹の言葉）

松　村　茂　樹〈講師〉
　　「朱竹図并記」

蓑　毛　政　雄（个庵）〈講師〉
　　「處其厚」（『老子』語」）

川　尾　朋　子〈特認教授〉
　　Live
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